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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～  （文責:校長 菅家 篤） 

雨の日も… 
 見守り隊の皆様には、２学期も、子どもたちの登校時の 

安全確保にご尽力いただいております。 

写真は、昨日の朝の登校の様子です。集合場所から学校 

近くまで子どもたちに寄り添い一緒に歩いて来てください 

ます。雨の日も日差しの強い日も、本当に有り難いです。 

班長さんの「語先後礼」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登校時、見守り隊の方に対して、６年生の班長さんが「語先後礼」という丁寧なあいさつ

の仕方で、「おはようございます」と言ってから、立ち止まってお辞儀をしている様子です。 

このように、６年生がお手本を示してくれていることをとても嬉しく思います。 

「ひび割れ壺」  （作者不詳 菅原裕子訳） 

 前回のお話の続きです。 

 

 二年が過ぎ、すっかり惨めになっていたひび割れ壺は、ある日、川のほとりで水汲 

み人足に話しかけました。 

「私は自分が恥ずかしい。そして、あなたにすまないと思っている。」 

「なぜそんなふうに思うの？」 

水汲み人足はたずねました。 

「何を恥じているの？」 

「この二年間、私はこのひびのせいで、あなたのご主人様の家まで水を半分しか運べ 

なかった。水が漏れてしまうから、あなたがどんなに努力しても、その努力が報われ 

ることがない。私はそれがつらいんだ。」 

 壺は言いました。（つづく） 

 

さて、この後、お話はどう展開していくでしょうか。次号はいよいよ最終回です！ 


